
明石市立大蔵中学校 第72 回生進路通信 Ｎｏ．49             発行日 平成30 年（2018 年）7 月13 日 

百合学院高等学校 オープンスクール 

日時：7 月 29 日（日） １０：００～１３：００ 

内容：学校説明、学習・クラブ体験、ランチタイムなど 

申込：各自。別紙の葉書や HP から申し込んでください。 

その他：詳しくは別紙参照。 

 

好文学園女子高等学校 オープンスクール・クラブ体験会 

日時など：オープンスクール 8 月21 日（火）１０：００～１２：００ 

        特別進学コース、標準進学コース、看護医療系進学コース、保育進学コース、 

スポーツ健康コース、IT ライセンスコース、デザイン美術イラストコース、 

マンガ・アニメーションコース、校内見学ツアー 

クラブ体験会 8 月22 日（水） Ⅰ部 １０：００～１１：３０ Ⅱ部 １３：００～１４：３０ 

  Ⅰ部 家庭科、書道、演劇、バレーボール、弓道、ワープロ、剣道、茶道、ダンス、 

ソフトテニス、吹奏楽、放送、マンガ研究、華道 

Ⅱ部 バスケットボール、少林寺拳法、フォトデザイン、軽音楽、アニメーション、美術、 

合唱、筝曲同好会 

申込：各自。HP から申し込んでください。 

 

学ぶ 働く 理工系女子になろう！ 

日時：7 月 28 日（土） １３：３０～１６：００ 

会場：兵庫県立男女共同参画センター（イーブン）セミナー室 

神戸市中央区東川崎町１－１－３ 神戸クリスタルタワー7 階 

内容：講演、パネルディスカッションなど 

演題：「女性が理工系を学び、働くということ」 

講師：中谷 敬子さん 大阪府立大阪工業専門学校准教授・博士（工学） 

パネラー：浅井 理恵子さん（パナソニック株式会社）、東 美佐さん（P＆G イノベーション株式会社）、

石田 あずささん（キャタピラージャパン合同会社）、今城 愛子さん（株式会社ベネスト）、 

田島 喜美恵さん（神戸市立工業高等専門学校 都市工学科 准教授）、 

三浦 永理さん（兵庫県立大学大学院 工学研究科 材料・放射工学専攻 准教授） 

対象：理工系に進学・就職を考えている、または興味のある中学生・高校生、保護者、学生、社会人 

定員：50 人（先着） 

申込：各自。兵庫県立男女共同参画センターへ HP から申し込んでください。 

 

選択肢を増やすためにも夏休みのオープンハイスクールに行こう 

進路通信の発行枚数が、一時期と比べて少なくなってきていることに気付いていますか？通信の多

かった時期は、OHS の申し込みが多かった時期です。 

OHS はいつまでも沢山あるというものではありません（詳しくは、教室に綴じてある「県立高校 OHS 一

覧」や私立の HP 参照）。 

今はまだ、その学校を考えてはいないかもしれませんが、学習成績が上がったり、下がったりしたとき

には選択肢に入ってくる学校もあることでしょう。総体などの結果によっては、という学校もあるかもしれ

ません。 

私立も公立も含めて、多くの学校の見学に行くことで、比較することもできます。先輩たちもいろいろ見

学に行った結果、「やっぱりこの高校で三年間を過ごしたい！」という人もいれば、「最初は、友だちが行

くから一緒に行っただけだったけど、こっちの学校の方が自分に合っている」という人もいました。 

同じ学校に何度も行くことで、学校の先生に顔や名前を覚えてもらえていた先輩もいました。 

私立は、HP から個人で直接申し込みできる学校がほとんどです。三者懇談で話題に出た学校は、一

度見に行ってみましょう。 

 

三者懇談を大切に 

あなたのために、保護者も先生も時間を作って下さっています。保護者の方も、先生方も、考えてい

ることは同じで「あなたがより成長できるように」ということです。 

普段、家ではなかなかゆっくり話をする機会がない（少ない）のであれば、いい機会です。先生がいる

場だからこそ、できる話もあるでしょう。 

ただただ話を聞く場になるのではなく、自分の思いや考えを伝えられると良いですね。そのためには、

じっくり考えて、準備をしてから懇談に臨んでくださいね。先生たちは、たくさん準備をして待っています。 

今学期の生活の中で頑張ったことも、これから頑張っていかなければならないことも、どちらもあると

思います。中には、耳が痛くなるようなことも言われるかもしれませんが、せっかくアドバイスをもらってい

るのですから、それを活かせるようにしていきましょう。「昨日、懇談で話したばかりなのに・・・」というよう

な状況では、残念ですよね。 

進路の話が多くなりがちな懇談ではありますが、まずは中学生としてするべきことを大切にしていきま

しょう。 

羅針盤 


